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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「佐田岬灯台」　

［表紙画について］

（西宇和郡伊方町）

佐田岬灯台は愛媛県西宇和郡伊方町、四

国西端に突き出た佐田岬半島の先端に建

つ灯台である。(ウィキペディアより)
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　2018年春、地球で海から一番遠いトル

ファン、ウルムチを観光した後、空路タクラ

マカン砂漠南縁のシルクロード西域南道の

ホータンへ向かいました。砂漠を陸路でも移

動できますが、日本と違い列車もバスも押し

合いへし合いの大混雑で、切符購入も戦争の

ような争奪戦です。そして、例え指定席切符

が買えても、ギュウギュウ詰めのため座れる

かどうかわからないのが中国の列車事情。飛

行機の特典航空券では、松山から中国最果て

のカシュガルまで往復2万マイルで行けま

す。東京往復が1万5千マイルなので、マイ

ルを使うと超お得で、今の仕組みでは現地ま

での交通費は東京へ行くのに少し足したくら

い。一手間かければマイルは色々な所への旅

の可能性が広がり、それを探求するのも旅の

大きな楽しみです。

1”ANAマイル”が西域カシュガルへのパスポート

　朝、ウルムチから中国南方航空便でホータンまで、タ

クラマカン砂漠を北から南へ縦断。晴れていたので空

から見るタクラマカン砂漠とオアシスの景色を期待し

ましたが、砂漠の上空には砂塵が舞い上がっていてホー

タン到着寸前まで視界ゼロ。いきなり滑走路が現れて

ランディングしました。この広大な砂漠の砂やチリが黄

砂となって春には日本に飛来するのだと納得しました。

2オアシス、ホータン（和田）

朝 ウルムチから中国南方航空便でホ タンまで タ

２.１　砂漠の中とは思えない街

　ホータン空港ターミナルはボーディングブリッジを

備え、見た目こそ松山空港と変わらない建物ですが、ト

イレに行ってビックリ。扉はあるものの閉まらない、鍵

も掛からない。飛行機から降りて来た人たちは扉を開

けっ放しで便器にしゃがみ込んでいました。話には聞

いたことがありますが、今の時代でも普通にこうやっ

て用を足すのかと驚きです。せめて自分はと壊れた扉

ホ タン空港タ ミナルはボ デ ングブリ ジを

２.２　トイレ事情

　ホータンは新疆ウイグル自治区の南西部に位置し、

タクラマカン砂漠と崑崙山脈に挟まれたオアシス都市。

かつては、玄奘（三蔵法師）もここを訪れましたが、

古くから玉の産地で、絨毯も特産品として有名です。

しかし、日本人には馴染みの無い所で、シルクロード

や西域諸国に興味がある人以外は知る人は希なくらい

です。そこに日本人観光客がいるという現実も不思議

にも思えました。

 　ホータンの見所はマリカワト故城で、于闐国の故城

はどんな物かと郊外の砦跡に向かいました。道無き道

を延々と進み、ユルンカシュ河の河岸を上流へオアシ

ス集落を抜けて行くと鉄門扉が現れます。そこには門

番の男たちがおり、やがて遺跡まで乗って行けという

三輪オートバイトラックが何処からともなく集まって

きました。遺跡までは１㎞以上あって、炎天下の中、

歩いて行くのは大変なので、ガイドが交渉してそのバ

イクトラックに乗せてもらいます。もう一組日本人夫

婦の観光客もいて、同様に乗りました。

　他に、石ころのようなものをいっぱいビニール袋に

入れてきて、「どうだ、この河で取れた玉を買わない

か」、と商売をはじめる者まで現れました。

ホ タンは新疆ウイグル自治区の南西部に位置し

２.３　紀元頃西域で栄えた于闐国の遺跡

▲タクラマカン砂漠を越えてパミール高原へ

　ホータンは崑崙山脈の雪解け水が流れるため、綿畑

や水田が賽の目に美しく広がり、道沿いにはブドウ畑

が続くオアシスというイメージを持っていましたが、

実際はちょっと埃っぽい、松山市のような都市です。

周辺部の民家には道路沿いに水路があり、雪解け水が

流れるというのがオアシスらしい光景でした。

を手で締めて持っ

ていました。しか

し、まともなトイ

レはホテルや博物

館くらいで、昼食

の食堂のトイレは

この世の物とは思

えない、裏の物置のような共同トイレで、腰の高さの

壁はあるが汚れたまま。それ以外の場所は、トイレそ

のものがなく、灌木や砂漠の起伏があればその影で用

を足すのが習慣です。ガソリンスタンドにもトイレは

なく、同乗者は給油中に周辺の空き地で用を足す場所

を探しに行きます。

▲食堂のトイレ

郊外に整備された水路▶
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しんきょう
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▲日本の街と変わらない　
　ホータン中心部

▲マリカワト故城

▲遺跡入口の鉄扉

▲玉売り
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　バイクトラックの荷台で揺られてしばらく砂漠の中

を行きますが、遺跡らしいものは無く岩山と土塊がぽ

つぽつと見られました。ひょっとしてあれが遺跡？　

と思ますが、それ以外には何も無く、「兵どもが夢の

跡」だなあ。予想と違ったその光景に衝撃を受けます。

そう言えばガイドブックには“現地の人はあまり行か

ない”と書いてありました。

　５月１日、朝ホータンのホテルで食事を済ませ、西

域南道を車で西のカシュガルへ向かい、そこから“世

界の屋根”パミール高原を目指します。小学生の頃パ

ミール高原を知り、「いつか行ってみたいな」と思っ

た記憶がありますが、本当に行けるなんて信じられな

い。丁度、玄奘がインドから仏典を長安へ持ち帰る際

に、カラコルム山脈の世界で最も高いクンジュラブ峠

を越えた道です。このエリアは一帯一路とは外れてい

て、ハイウェイは無く、カシュガルまでは一般道で向

かいました。

　ところが、このルートは外国人が通行することは希

で、ホータン出口の検問所で車から降ろされ、パスポー

トの提出や写真を撮られた後、ずっと警察が我々の車

を先導するというのです。“警護”という理由ですが、

実際は監視なのでしょう。 

3“世界の屋根”パミール高原とカシュガル（喀什）

５月１日 朝ホ タンのホテルで食事を済ませ 西

３.１　カシュガルを目指し西域南道を行く

　５、６台のパトカーが約１時間ごとに先導を交替し

てヤルカンドまで行きました。パトカーが前を走るた

め時速は50km/h程。大きな荷物を積んだ大型トラッ

クや乗用車は我々を数十キロオーバーの猛スピードで

追い越していきます。パトカーはそのたびに警告した

り、マイクで叫んで注意しますが、一般ドライバーは

無視。

　この頃から、検問は漢族がウイグル族を支配するた

めの嫌がらせだということがわかってきました。１回

の検問所で30分以上銃剣を突きつけられて拘束され

ますが、パスポートを提出しているので勝手に立ち去

ることもできません。以前、アルジャジーラＴＶでオ

レンジ色の服を着せられ銃剣を突き付けられている映

像を見たことがありますが、まさにそんな状態です。

一方、漢族は身分証明書を見せればすぐに通過できる

という、なんとも腹立たしい状況なのです。

　途中、砂漠の中に建設中の都市を発見！

　すべての建物が工事中で、まだ人は住んでいない雰

囲気です。現在、中国領土の西５分の２にウイグル族を

はじめとする少数民族３千万人程が住んでいますが、

そこへ漢民族１億人を移住する国家的プロジェクトが

実施されており、その一環で砂漠の中に新都市建設が

vol.８ 中国タクラマカン砂漠のオアシス探訪・西域南道世界建築紀行

　続けて訪れたヨートカン遺址もガイドブックには載っ

ているものの地元の住民も知らないような所で、出会

う人出会う人に尋ねてやっと行くことが出来ました。

遺跡周辺の道は碁盤の目に整備されていますが、それ

ほどまでに荒れ果てていて、今は竹藪の中となってお

り、よくもまあ地球の歩き方はここをスポットとして

掲載しているな、と驚きました。もう忘れ去られたの

か、あるいは未調査で国も管理している様子も無く、

放置された故城の痕跡でした。

　その後、ホータン博物館を見学しユルンカシュ河を

越えた所にあるホータン絨毯工場を訪れました。ホー

タン絨毯は2600年以上の歴史ある特産品で、結構手

間がかかっています。工場は大きな建物で、上から白

い糸が下へと張られていて、設計図に合わせて２、３

人組で女性が様々な色の糸を織り込んでいました。

進行していました。それによって少数民族の広大な土

地を漢民族の支配下に置こうとするためのもので、

100万人が暮らす都市を砂漠に100カ所造るような

イメージです。

　途中、ヤルカンドではサイード・ハン陵墓やイスラ

ム教モスク、アズナミシティ・ミージーなどを見学。

ヤルカンド市内は、近年の暴動のせいであちこちにパ

トカーが走り回っていて、どこを見てもパトカーだら

けでした。ホータンからカシュガルまでは車で丸一日

かかりました。

▲西域南道で建設中の新しい都市

▲アズナミシティ・ミージー

▲公安の先導

▼西域南道を西へ向かう

▼特産品絨毯の製造工場
◀ヨートカン遺址




